
「Another Me Planet」
─未来の可能性を見せる自分の分身
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NTT人間情報研究所

リアルとバーチャルが連動する 
バーチャルNTTパビリオン

今回の2025年日本国際博覧会（大阪・関
西万博）では大阪 夢洲のリアル会場に加
えて，常時体験可能なバーチャル空間の会
場「バーチャル万博（1）」も開催されている
点もポイントです．バーチャル万博におい
てもNTTはパビリオンを出展しており，
リアル会場と連携するかたちでRoom1，2 ，
3 の 3 つの会場から構成されています（図
1 ）．

バーチャル NTT パビリオンにおける 
Room3 の テ ー マ「Another Me®」 は，
NTTが2020年に提唱した「デジタルツイ
ンコンピューティング構想」におけるグラ
ンドチャレンジ（2）の 1 つです．自律的に行
動可能な自分のデジタルツイン「Another 
Me」と人とが共生することで，Another 
Meを通して人が自分の新たな可能性に気

付き，人生における各種機会の拡大を実現
することをめざしています．

バーチャルNTTパビリオンの「Another 
Me」では，バーチャル空間ならではの利
用者 1 人ひとりに合わせたコンテンツを自
由 度 高 く 提 供 可 能 な 利 点 を 活 用 し，
Another Meの世界観を体験者がより身近
に感じられる独自のコンテンツとして

「Another Me Planet」を公開しています．
働いている自分をユースケースとし，今は
ない未来の職業に就いたAnother Meと
のコミュニケーションを通して，自分だけ
では難しい自分の新たな可能性に気付くこ
とで，自分の未来の可能性を広げることを
目的としたコンテンツです．Another Me
の実現に向けた各種取り組み，ならびに

「Another Me Planet」 と そ の 中 で の
Another Meの実現内容について紹介し
ます．

Another Meを構成する技術

自分の分身「Another Me」において，
何の要素があれば「自分」が表現できるの
でしょうか．技術的な検討を進めるうえで，
NTT研究所では「自分」の要素を「 1 )深層」

「 2 )表層」の大きく 2 要素に分けて研究開
発を進めています（図 2 ）．「 1 )深層」は，
自分が先天的に持っている，または，各種
経験を通して後天的に獲得した，その人の
行動の基準となる要素です．具体的には各
種経験に基づく「記憶」の構造化や「価値
観」の軸の抽出，脳波等の活用による「感
性」の抽出などに取り組んでいます．「 2 )
表層」は，行動の表現方法となる要素です．
外見に加えて，NTT研究所では自分らし
い「声」の生成，「発話内容」の生成，身
体の「振る舞い」の生成などに取り組んで
います．

このようなAnother Meを構成する各
技術を組み合わせ，さまざまな領域での
Another Meの活用方法の実証も進めてい
ます．自分の分身による新たな表現として，
デジタルな分身による舞台表現の実証，自
分の分身による人間関係の構築の支援とし
て，バーチャル空間での関係構築支援の実
証を進めてきました．

本「Another Me Planet」 で は，
Another Meを通してさまざまな「とりえ
るかもしれない自分」を可視化することで，
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※	 現，NTT西日本図１：バーチャルNTTパビリオンの構成

•二項対立の新しいあり方をバーチャルならではの方式で表現
• 未来と現在，自分と他人，リアルとバーチャルが対立する世界から
• 徐々に溶け合っていく様をバーチャルパビリオン体験を通じて表現

「リアル×バーチャル」を感じる
はじまりの体験

Room1
「時間×空間」をつなぐ
空間伝送体験

Room2
「現在×未来」の自分をつなぐ

Another Me体験

Room3

バーチャルNTTパビリオン

図 1 　バーチャルNTTパビリオンの構成
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自分の可能性を広げることに対する実証を
進めています．

「Another Me Planet」─未来
の自分の分身とのインタラクショ
ンにより自分の可能性を感じるア
プリケーション

バーチャル万博のNTTパビリオンにお
いて，Another Meのコンセプトである

「Another Meを通して，人が自分の新た
な可能性に気付き，人生における各種機会
の拡大を実現する」を利用者に体感いただ
くために，提供したアプリケーションが

「Another Me Planet」です（図 3 ）．
人生における「働いている自分」をユー

スケースとし，自分の持つさまざまな可能
性を感じていただくために，今，存在する
職業ではなく未来に生まれそうな職業に就
いたAnother Meを生成します．さらに，
Another Meとのインタラクションも通し
て，自分だけでは気付きづらい「自分の可
能性」を可視化ならびに実感いただけるよ
うにし，自分の未来の可能性に気付きを与
えることを目的としたコンテンツです．

コンテンツの全体は，図 4 に示す流れに
なっています．まず，アプリケーション利
用者は，Another Meの外見を生成するた
めに，見た目の設定と顔写真の撮影を行い
ます．次に，Another Meの話す声をアプ

リケーション利用者の声らしい音で生成す
るために，生成する声のベースとなるごく
短い文章を利用者に読み上げてもらいます．

最後に，Another Meの発話内容に特徴を
持たせるために，利用者でアンケートに答
えていただきます．以上を基に，「未来の

図２：Another Meの構成
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図 2 　Another Meの構成

図３：Another Me Planet
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図４：Another Me Planetの体験フロー
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図 4 　Another Me Planetの体験フロー
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職業に就いたAnother Me」を生成します．
生成されたAnother Meは未来の職業の
紹介を行います．さらに，アプリケーショ
ン 利 用 者 は，「 未 来 の 職 業 に 就 い た
Another Me」に対して，テキストベース
でいろいろと質問をすることが可能です．
「未来の職業についた自分」に，より自

分 ら し さ を 感 じ て い た だ く た め に，
Another Meに必要となる要素を加えてい
ます．「表層」の要素の活用として，外見
だけでなく，Another Meが話す声をアプ
リケーション利用者に近いものにしていま
す．また，「深層」の要素を考慮した表現
として，Another Meが話す内容をアプリ
ケーション利用者の特徴を考慮して決定し
ています．

このAnother Meとして話す声の表現
や，Another Meとして話す内容の表現を
実現するために，NTT研究所で研究開発
を進めている技術を用いています．

「Another Me Planet」における
Another Meを構成する技術

■zero-shot音声合成技術
「Another Me Planet」では，ユーザの

声を数秒程度録音し，ユーザの声の特徴を
反映させた音声で「未来の職業についた自
分」が話し掛けてくれます．この音声は，
NTT研究所の最新の音声合成技術（3）の機能
の 1 つである，Zero-shot音声合成を用い
て生成されています（図 5 ）．

Zero-shot音声合成は，声をつくりたい
人（目的話者）の音声（参照音声）を数秒
程度用意するだけで，ニューラルネットワー
クのモデルを用いて参照音声の特徴を高精
度に抽出し，その特徴を反映させ，目的話
者の声に近い合成音声を生成する技術です．
その際，特段音声合成モデルを学習せずに
目的話者の音声生成ができるため，ユーザ
やサービス提供者の負担は数秒の参照音声
準備のみに抑えられ，手軽な利用が可能と
なっています．非常に忙しい著名人や企業
幹部，長時間の音声録音が難しい高齢者や
児童・未就学児など，幅広い目的話者・ユー
ザ層への利用が見込まれます．また過去に
録音・録画したデータから参照音声を切り
出すことで，発声機構を失ってしまった方
のかつての声の再現や，声変りをする前の
声での音声生成など，さまざまな利用シー
ンでの応用が期待できます．

■NTT版LLM「tsuzumi」を用いた発話生
成ならびに倫理的不適切度合いの推定技
術

「Another Me Planet」において，ユー
ザは「未来の職業についた自分」と対話を
行うことができます．日本語で発話する
Another Meの発話の内容を生成するエン
ジンにはNTT が研究開発を進めている
LLM（大規模言語モデル）「tsuzumi」（4）を
用いています．アプリケーションの利用者
が決定した Another Me の未来の職業，
ならびに，アンケートに対して回答した内
容を基にシステムが設定したAnother Me
の性格特性や作業特性に基づき，未来の職
業に就いたAnother Meの発話生成を行
うプロンプトを作成します．このプロンプ
ト を 用 い て， 発 話 生 成 を 目 的 と す る
tsuzumiに対し発話の生成をリクエストす
ることで，アプリケーション利用者らしさ
を感じられるような，未来の職業に就いた
Another Meの発話内容を自動生成します
(図 6 )．

発話生成を目的とする tsuzumiが生成し
た Another Me の発話文の候補に対し，
最終的な発話内容のクオリティをさらに上
げることを目的としたNTT研究所で研究

図５：zero-shot音声合成ならびにAnother Me Planetでの活用

数秒程度の目的話者の声を用意するだけで，音声合成モデルを学習せずに
その人の声色・話し方に類似した合成音声を生成可能
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図 5 　zero-shot音声合成ならびにAnother Me Planetでの活用
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開発を進めている技術（5）も用いています．
生成された発話内容の倫理的不適切度合い
を自動で判定し，問題がある単語や文章が
含まれる可能性が十分に低いことを確認し，
そのうえで，Another Meの最終的な発話
内容を決定しています．この発話内容の倫
理的不適切度合いを自動で判定する技術に
も tsuzumiが活用されています．文章に含
まれる倫理的不適切度合いを推定できるよ
うに tsuzumiをチューニングし，判定対象
の文章を入力すると，入力した文章の倫理
的不適切度合い，ならびに，その倫理的不
適切度合いである判断した理由を応答する
ことが可能になっています．

今後の展望

近年のAIの著しい技術進展により，AI
は私たちの生活の多くの場面において，よ
り密に私たちにかかわってきています．

「Another Me Planet」を通して，Another 
Meをはじめとする人と直接インタラクショ
ンするAIと私たちのより良い関係性を探
るべく，「Another Me Planet」を提供す
るシステム構築を通して得られた知見，会
期を通してSNS等で得られた感想やシス

テム利用状況のデータを継続収集し，いろ
いろなユーザ観点での人とやり取りするAI
によるコミュニケーションの受容性や，発
話生成をはじめとする各種技術の有効性の
知見を深めていく予定です．

なお，「Another Me Planet」は下記の
二次元コードまたはURLから利用可能と
なっています．ぜひ，「未来の職業につい
た自分」とのインタラクションをお楽しみ
いただき，ご自分の可能性をお感じになっ
てください．

■Another Me Planet 特設サイト

https://ame.expo2025.group.ntt/
（2025年10月13日まで体験可能）
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リアルとバーチャル，人とAIといった，相反してい
そうなものを，それぞれの特徴を活かしながら共生
させることによって，どちらかだけでは困難だった
新たな価値を生み出すことができるのではないか
と考えています．そのようなリアルな人の可能性を
広げていく技術や社会実装に向けて，これからも
研究開発を進めていきます．

◆問い合わせ先
NTT人間情報研究所
デジタルツインコンピューティング研究プロジェクト

図６：tsuzumiを用いて生成されるAnother Meの発話例
※「tsuzumi」のフォントは，

図 6 　tsuzumiを用いて生成されるAnother Meの発話例
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